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手法としてはシクロデキストリン (CD) 結合カラムを用いる高速液体クロマトグラフィー (HPLC) ならびに CD を
添加したミセル動電クロマトグラフィー (MEKC) を用い，対象化合物としては不斉炭素 1 個を有するトリアゾール系
の類似化合物，植物生長調節剤ウニコナゾールと農業用殺菌剤ジニコナゾールを用いた。






ルおよびジニコナゾールの CD による光学異性体分離においては，溶質と CD との包接化合物の生成がそのファクター
となることが確認された。また類縁化合物を用いた溶質の構造に関する検討結果から，溶質分子のベンゼン環の置換基
およびアルキル基の構造の相違が光学異性体分離に大きく影響し，これらの部位が包接に際し，重要な役割を果たして












動ならびに NMR スペクトル法による溶質ー CD間相互作用に関する検討結果から，溶質のベンゼン環が被包接部位で
あると推測された。
また， HPLC と MEKC で立体選択性に相違が認められたが， NMR スペクトル法を利用した検討により，これは，
MEKCの分離溶液中に存在する SDS モノマーが包接化合物形成の際に影響を及ぼすことによると推察された。
以上の検討から得られた知見より， HPLC ならびにMEKCの二法における γ-CD とジニコナゾールの包接モデル
を考案した。さらに，今回の検討結果を基に CDを用いたこれら二法を他の化合物の光学異性体分離に適用する際の指
針をまとめた。







古田リツ子君は，サイクロデキストリン (CD) による光学異性体分離機構について 2種類のトリアゾール系化合物
(ウニコナゾール，ジニコナゾール)を用いて検討した。
まず，液体クロマトグラフィー (HPLC) による光学異性体分離に対する CDのサイズ，移動相の種類と混合比，カラ
ム温度などの影響を明らかにし分離最適条件を求めると共に，化合物がCD と包接化合物を形成することを示した。化
合物の構造類似体を用いた検討結果から，化合物と CD の包接モデルを提出し，1H-NMR による解析によりそれを証
明した。次いで，ミセル動電クロマトグラフィー (MEKC) による分離系についても HPLC と同様の検討を用い，分離
にアセトニトリルに代えて 2- メチル-2- プロパノールの添加が光学異'性体分離に有用であり，ドデシル硫酸ナトリ
ウムも CD のキャビティに取り込まれ，化合物と CD の包接化合物形成に影響し， HPLC とは異なった立体選択性を示
すことを明らかにした。さらに，以上の知見から HPLC と MEKC により CD を用いて光学異性体分離を行う際の指針
を示した。
これらの研究は同一の化合物を用いてHPLC と MEKC の二法について光学異性体分離機構および立体選択性の相違
を初めて検討した例であり， CD による不斉識別において化合物と CD キャビティの立体的な相補性が主因子となるこ
とを明らかにすると共に，光学異性体分離手法の選択に関して重要な知見を与えるものであることから，学術的に高く
評価でき，博士(薬学)学位論文として十分価値あるものと認められる。
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